
- 1 -

２
０
２
０
年
度

古
典
Ｂ

第
２
回
ス
ク
ー
リ
ン
グ
資
料

※
漢
文
の
学
習
に
お
い
て
、
声
に
出
し
て
読
み
、
自
分
の
耳
か
ら
も
記
憶
さ
せ
て
お
く
作
業
は
、
古
文
以
上
に
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。

レ
ポ
ー
ト
の
タ
イ
ト
ル
「
故
事
・
寓
話
」
と
は
何
か
？

こ

じ

ぐ
う

わ

故
事
・
・
・
大
昔
に
あ
っ
た
物
や
出
来
事
。
ま
た
、
遠
い
過
去
か
ら
今
に
伝
わ
る
、
由
緒
あ
る
事
柄
。
特
に
中
国
の
古
典
に
書
か
れ
て
い
る
逸

話
の
う
ち
、
今
日
で
も
「
故
事
成
語
」
や
「
故
事
成
句
」
と
し
て
日
常
の
会
話
や
文
章
で
繁
用
さ
れ
る
も
の

寓
話
・
・
・
比
喩
に
よ
っ
て
人
間
の
生
活
に
馴
染
み
の
深
い
で
き
ご
と
を
見
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
諭
す
こ
と
を
意
図
し
た
物
語
。

名
指
し
さ

れ
る
こ
と
の
な
い
、
つ
ま
り
は
名
無
し
の
登
場
者
は
、
動
物
、
静
物
、
自
然
現
象
な
ど
様
々
だ
が
、
必
ず
擬
人
化
さ
れ
て
い
る
。

画
竜
点

睛
（
現
代
仮
名
遣
い
で
読
め
ま
す
か
？
〈

〉
）

「
晴
」
と
間
違
え
な
い
よ
う
に
！

ぐ

わ

り

よ

う

て

ん

せ

い

二
、
Ｐ

Ｌ
１
「
多
命
僧
繇
画
之
」

170

※
「
命
」
は
使
役
（
命
令
し
て
〈
誰
そ
れ
に
〉
や
ら
せ
る
、
さ
せ
る
）
の
意
味
。

三
、
Ｐ

Ｌ
３
「
請
点
之
」

170

※
「
請
」
は
自
粛
要
請
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
〈
強
制
力
は
な
い
が
〉
（
強
く
お
願
い
す
る
）
の
意
味
。

四
、
「
画
竜
点
睛
を
欠
く
」
と
し
て
、
否
定
的
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

推
敲
（
現
代
仮
名
遣
い
で
読
め
ま
す
か
？
〈

〉
）

す

い

か

う

二
、
Ｐ

Ｌ
２
「
未
決
」

171

※
再
読
文
字
は
右
の
ふ
り
が
な
を
先
に
読
み
、
左
の
ふ
り
が
な
を
返
り
点
に
従
っ
て
後
か
ら
読
む
。
書
き
下
し
文
に
す
る
と
き
は
、
二
回
目
に
読

む
文
字
は
助
動
詞
な
の
で
ひ
ら
が
な
に
し
ま
す
。

未
レ

決
。

（
教
科
書
に
は
「
ず
」
は
終
止
形
の
た
め
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
分
か
り
易
さ
の
た
め
こ
こ
で
は
書
い
て
あ
る
。
）

い
ま

ダ

セ

ず

（
学
習
書
Ｐ

上
段

書
き
下
し
文
参
照
）

209

再
読
文
字
を
含
む
、
現
代
で
も
使
わ
れ
る
熟
語

・
未
完
成

・
未
確
定

・
未
婚

・
未
来

・
将
来
・
・
・
な
ど
。

※
実
際
の
賈
島
が
詠
ん
だ
漢
詩
は
左
に
あ
り
ま
す
。

閑

居

少

鄰

竝

草

径

入

荒

園

国
語
総
合
の
復
習
で
す
。

鳥

宿

池

中

樹

Ｑ
１

こ
の
詩
の
形
式
は
？

僧

敲

月

下

門

Ｑ
２

四
つ
の
漢
字
を
□
で
囲
ん
で
あ
る
の
は
ど
う
い
う
意
味
が
あ
る
か
？

過

橋

分

野

色

移

石

動

雲

根

暫

去

還

来

此

幽

期

不

負

言

朝
三
暮
四

Ｐ

下
段
問

最
初
に
「
朝
三
而
暮
四
」
と
し
、
次
に
「
朝
四
而
暮
三
」
と
変
え
た
ね
ら
い
は
ど
こ
に
あ
る
か
。
…
猿
た
ち
に
と
っ
て
、
一
日
の

172

始
ま
り
で
あ
る
朝
食
に
食
べ
ら
れ
る
ド
ン
グ
リ
の
量
が
多
い
方
が
い
い
の
で
、
そ
れ
を
先
に
言
う
か
、
後
に
言
う
か
で
印
象
が
変
わ

る
こ
と
に
注
意
。

朝
○
暮
△
の
成
り
立
ち
を
持
つ
四
字
熟
語

・
朝
令
暮
改
（
ち
ょ
う
れ
い
ぼ
か
い
）

・
朝
雲
暮
雨
（
ち
ょ
う
う
ん
ぼ
う
）

・
朝
盈
夕
虚
（
ち
ょ
う
え
い
せ
き
き
ょ
）

・
朝
改
暮
変
（
ち
ょ
う
か
い
ぼ
へ
ん
）

・
朝
開
暮
落
（
ち
ょ
う
か
い
ぼ
ら
く
）

・
朝
改
暮
令
（
ち
ょ
う
か
い
ぼ
れ
い
）

背
水
之
陣
（
歴
史
的
仮
名
遣
い
と
助
詞
、
助
動
詞
を
ひ
ら
が
な
に
直
す
こ
と
に
慣
れ
て
お
こ
う
）

①
Ｐ

Ｌ
４

張

耳

以
レ

兵
ヲ

Ｌ
６

曰
ハ
ク

Ｌ
７

逐
レ

我

若

Ｌ
８

先
ヅ

出
ヅ

Ｌ
９

戦
フ
コ
ト

佯

ち
や
う

じ

ひ
き
ヰ
テ

ハ
ン

な
ん
ぢ

い
つ
は
リ
テ

180
Ｐ

Ｌ
１

逐
フ

Ｌ
２

戦
フ

失
ヒ
テ

Ｌ
４

夾
撃

Ｌ
６

問
ヒ
テ

曰
ハ
ク

Ｌ
７

曰
ハ
ク

曰
ハ

け
ふ
げ
き

181

②
Ｐ

Ｌ
６

従
間
道
（
間
道
よ
り
）

Ｌ
７
～
８

使
万
人
先
背
水
陣
（
万
人
を
し
て
先
づ
水
を
背
に
し
て
陣
せ
し
む
）

180

Ｐ

Ｌ
７

何
也
（
何
ぞ
や
）

Ｌ
７
～
８

兵
法
不
曰
陥
之
死
地
而
後
生
置
之
亡
地
而
後
存
乎
（
兵
法
に
之
を
死
地
に
陥
れ
て
而
る
後
に
生
き
、

181
之
を
亡
地
に
置
き
て
而
る
後
に
存
す
と
曰
は
ざ
ら
ん
や
と
）
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置
き
字

Ｐ

Ｌ
７

而
（
背
に
し
て
の
「
て
」
に
あ
た
る
接
続
を
表
す
置
き
字
）

181

・
Ｐ

Ｌ
６

走
グ
ル
＝
逃
げ
る

「
敗
走
」
と
い
う
熟
語
を
思
い
浮
か
べ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
？
「
敗
れ
て
逃
げ
る
」
こ
と
で
す
。

180

空
し
く
し
て
…
空
っ
ぽ
に
な
る

Ｌ
８

平
旦
…
「
旦
」
は
朝
を
表
す
漢
字
。
「
元
旦
」
は
一
月
一
日
の
朝
。
地
平
線
（
水
平
線
）
か
ら
太
陽
が
見
え
て
く
る
時
刻
を
表
現

し
て
い
る
。

ハ
イ
フ
ン
の
つ
い
た
部
分
の
読
み
方

Ｐ

Ｌ
６

181

右
ニ
シ

二

‐
倍

キ

山
陵

ヲ
一

（
１
）
左
下
に
何
も
記
号
の
な
い
「
山
」
を
読
む
。

（
２
）
左
下
に
「
一
」
の
つ
い
た
「
陵
」
を
読
む
。

（
３
）
左
下
に
「
二
」
の
つ
い
た
「
右
」
を
読
む
。

（
４
）
ハ
イ
フ
ン
で
繋
が
っ
た
「
倍
」
を
読
む
。

「
山
陵
を
右
に
し
倍
き
」
Ｑ
１
「
左
前
水
沢
」
を
同
様
の
方
法
で
読
ん
で
く
だ
さ
い
。
（

）

さ

ん

り
よ
う

み

ぎ

そ

む

上
下
点
の
あ
る
文
の
読
み
方

Ｐ

Ｌ
７
～
８

181

「
兵
法

ニ

不
ラ
ン

レ

曰
下

ハ

『
陥

レ
テ

二

之
ヲ

死
地
一

ニ

而
ル

後
ニ

生
キ

、
置
二

キ
テ

之
ヲ

亡
地
一

ニ

而
ル

後
ニ

存
上

ス
ト

』
乎

ト

。
」

や

（
１
）
左
下
に
何
も
記
号
の
な
い
「
兵
法
」
「
之
死
」
を
読
む
。

（
２
）
左
下
に
「
一
」
の
つ
い
た
「
地
」
の
あ
と
、
「
二
」
の
つ
い
た
「
陥
」
を
読
む
。

（
３
）
左
下
に
何
も
記
号
の
な
い
「
而
後
生
」
を
読
む
。

（
４
）
左
下
に
何
も
記
号
の
な
い
「
之
亡
」
を
読
む
。

（
５
）
左
下
に
「
一
」
の
つ
い
た
「
地
」
の
あ
と
、
「
二
」
の
つ
い
た
「
置
」
を
読
む
。

（
６
）
左
下
に
何
も
記
号
の
な
い
「
而
後
」
を
読
ん
だ
後
、
「
上
」
の
つ
い
た
「
存
」
か
ら
、
「
下
」
の
つ
い
た
「
曰
」
に
返
る
。

（
７
）
レ
点
で
「
不
」
を
読
ん
だ
後
、
「
乎
」

を
読
む
。

「
兵
法
に
之
を
死
地
に
陥
れ
て
而
る
後
に
生
き
、
之
を
亡
地
に
置
き
て
而
る
後
に
存
ず

へ

い

ほ

う

こ

れ

し

ち

お
と
し
い

し

か

の

ち

い

こ

れ

ぼ

う

ち

お

し

か

の

ち

ぞ

ん

と
曰
は
ざ
ら
ん
や
と
。
」

い

問

「
陥
之
死
地
…
而
後
存
」
を
、
韓
信
は
ど
の
よ
う
な
方
法
で
行
っ
た
の
か
。
（
川
を
背
に
し
て
逃
げ
道
を
な
く
す
と
い
う
方
法
）

中
国
の
三
大
詩
人

・
王
維
…
詩
仏

・
杜
甫
…
詩
聖

・
李
白
…
詩
仙

そ
れ
ぞ
れ
あ
だ
名
が
あ
る
の
で
覚
え
て
お
こ
う
。

し

ぶ
つ

し

せ
い

し

せ
ん

鹿
柴

起
句
…
不
レ

見
レ

人

レ
点
で
一
次
ず
つ
返
る
。
「
不
」
は
ひ
ら
が
な
に
す
る
。

転
句
…
返
景
＝
夕
日
（
赤
い
）
。
結
句
の
青
苔
と
の
色
の
対
比
。
「
入
二

深
林
一

」
（
「
一
」
の
あ
と
「
二
」
を
読
む
。
深
林
に
入
る
）

押
韻

…
響
（
ｋ
ｙ
ｏ
ｕ
）
、
上
（
ｊ
ｏ
ｕ
）

問

「
但
聞
人
語
響
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
…
起
句
で
「
不
見
人
」
と
あ
る
の
で
、
あ
た
り
に
人
は
見
え
な
い
。
だ
か
ら
「
人
語
」
と
は
「
ど

こ
か
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
人
の
声
」
で
あ
る
。

絶
句

起
句
・
承
句
…
四
色
の
色
が
景
色
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
か
？
「
然
」
が
何
色
の
、
ど
ん
な
花
を
表
す
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

（
学
習
書
Ｐ

上
段
）

228

押
韻

…
然
（
ｎ
ｅ
ｎ
）
、
年
（
ｎ
ｅ
ｎ
）

問

「
看
」
に
は
作
者
の
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
が
表
れ
て
い
る
か
。
（
「
又
」
と
あ
わ
せ
て
、
今
年
も
ま
た
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
ず
季
節
が
過
ぎ

て
い
く
こ
と
を
表
す
）

不
出
門

対
句

（
三
句
）

都
府
楼

纔

看

瓦
色

（
五
句
）

中
懐

好

逐

孤
雲

去

（
四
句
）

観
音
寺

只

聴

鐘
声

（
六
句
）

外
物

相

逢

満
月

迎

押
韻

…
荊
（
ｇ
ｙ
ｏ
ｕ
）
、
情
（
ｊ
ｏ
ｕ
）
、
声
（
ｓ
ｙ
ｏ
ｕ
）
、
迎
（
ｇ
ｙ
ｏ
ｕ
）
行
（
ｇ
ｙ
ｏ
ｕ
）

一
句
…
従
（
助
詞
の
た
め
「
よ
り
」
と
ひ
ら
が
な
に
す
る
）

二
句
…
兢

兢
、

跼

蹐

三
句
…
纔

カ
ニ

五
句
…
逐

ハ
ン

六
句
…
逢

ハ
ン

き
や
う
き
や
う

き
よ
く
せ
き

わ
づ

迎
フ
ル
ニ

七
句
…

雖
モ

い
へ
ど

※
漢
詩
の
頻
出
の
テ
ー
マ
※

～
レ
ポ
ー
ト
の
三
つ
の
詩
は
、
ど
の
テ
ー
マ
で
詠
ま
れ
て
い
る
か
、
考
え
て
み
よ
う
～

・
四
季

・
自
然

・
旅
情

・
友
情

・
戦
争

・
家
族

・
別
れ

・
老
い

・
不
遇
な
人
事


